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重点テーマ別行動シナリオ 

 

 

１． 学術の多様性の確保と卓越性の追求 

 

２． グローバル・キャンパスの形成 

 

３． 社会連携の展開と挑戦 ― 「知の還元」から「知の共創」へ 

 

４． 「タフな東大生」の育成 

 

５． 教員の教育力の向上、活力の維持 

 

６． プロフェッショナルとしての職員の養成 

 

７． 卒業生との緊密なネットワークの形成 

 

８． 経営の機動性向上と基盤強化 

 

９． ガバナンス、コンプライアンスの強化 

  



７．卒業生との緊密なネットワークの形成 

 

【達成目標】 

 全ての卒業生が、生涯にわたって大学との絆を持ち続け、職業生活・社会生活を通じ、世界的視野に立っ

て、公正な社会の実現や科学・文化の創造に貢献し続けることができるようにする。 

【例：連絡先登録など大学がコミュニケーションできる卒業生の把握率 75%を目指す。】 

 生涯学習プログラムやボランティア活動等を通じて卒業生の知的活動を促進させるとともに、大学の活動

に卒業生自らが参画する仕組みを構築する。 

【例：生涯学習プログラムに年間延べ 10,000 人規模、ボランティア活動に年間延べ 10,000 人規模の卒業

生が参加・関与することを目指す。】 

 同窓会活動を積極的に支援し、卒業生ネットワークという無限の知の連環体を押し広げて、厚みをもたせ

ていく。 

 

【主要な取組、検討事項の例】 

 卒業生のための生涯学習プログラムの展開 

 国際的リーダーの育成に相応しい高度な教養教育プログラムの実施 

 世界中で活躍する卒業生同士が知的挑戦体験と英知を共有・継承するための場の創造（オンライン

コミュニティを含む） 

 多種多様な関心に対応する生涯学習デジタルコンテンツの提供 

 卒業生の幅広いボランティア活動の提案、支援 

 留学生をはじめとした学生の生活支援や次世代のキャリア支援等に、幅広い卒業生が参画する仕組

み作り 

 各卒業生が独自性あふれる同窓生親睦活動を行うための支援 

 大学活動にとどまらず卒業生に社会参加、社会貢献の場を提供 

 卒業生による奨学金プログラム 

 幅広い卒業生が少額から参加できる新たな形の奨学金の創設 

 学生が海外で学習体験できる奨学金プログラムの創設 

 学生の討議力をはじめとする人間形成を支援する仕組み作り 

 卒業生に対するサービスの提供 

 卒業生名簿の整備・更新事業の促進及び当該情報に係る卒業生や同窓会との有用な共有 

 卒業生が生涯にわたり大学を活用することのできる、パーマネントアドレスの付与等の幅広いサービ

スの提供 

 同窓会活動の支援 

 同窓会活動の開始、継続、発展させるためのサービスの提供 

 全学的な同窓ネットワークの形成支援 

 海外在住の同窓生、外国人同窓生へのアウトリーチ活動支援 


